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人間

技術革新が目ざましい勢いで進歩する時代を迎

えて、人間はひとつの危機にさしかかつています。

｀
人間は道具を使える動物である

″
という有名な

言葉があります。豊かな感性を持ち、感情にあふ

れ言葉が話せ、道具を使つて生活をエンジョイし

ています。 ところが、いまやナンパンジーでさえ

穴の中に小枝をさし込み蟻を引つぱり出して食べ

たり、固い木実は石で割って中の身を食べる、又

遠 くにいる中間とコミュニケーションを取るのに、

木筒を叩いたり、お互いの共通話 (チ ンパンジー

語)を話し、喜ぴあつたり、涙を流したりもしま

す。まさしく自分に合つた道具を使つています。

そしてもう一つの危機は人間が行つて来た技術草

新でのロボットの開発です。

子供の世界の中ではすでにロボットは人間いや

超人間としてキヤラクター化され紙面の上では活

躍をしていますが、このロボットが実生活の中で

日に日に進化し、知能まで備えつけるに至ったの

です。おかげで、道具を使つたり、話しをしたり、

頭脳を使うだけが人間ではなくなって来ました。

動物 と共生をはかり、ロボツトにものを教え、そ

して人間がもっとも人間らしい生活をエンジヨイ

できる環境を創つていくことに、これからのデザ

インの究極の目的があるのです。

人間復興 と云うと大げさになりますが、人間本

位 として機械や道具を作 り、環境の整備をする。

使う側の人間をよく知 りそれに合せた機械や道

具の設計をする、その科学的証拠 として人間工学

がありますも E・ ブランジャンによれば、
｀
人間の

行動や反応を労働に関連して研究する学問で、学

際的であり人間の作業能力に機器設計や作業編成

を適合させるねらいがある
″

と簡潔な定義がなさ

れています。また人間工学はアメリカにおいて第

2次世界大戦で兵器設計や宇宙船の設計にて急速

工業技術センター嘱託デザイン担当

平  沢     逸

E・
Y邑干ユ

に発展をとげた工学の領域だけに、人間が機敏な

動作をし、労働することが前提でありそこには人

間の持つもう一面、すなわち感覚、感性への領域

にはけっして適合させるべき性格のものではあり

ません。ですから人間工学はデザインの重要な要

素ではあつても、イコールではないのです。ナイ

フやフォークには色々なかたちがあり、いろんな

イスがなぜあるのでしょうか。
｀
形態は機能に従 !

う
″

人間工学の立場からであれば、必然的なかた

ちは 1つ しかないはずなのです。むしろ1つ でな

いから我々人間は楽しみがあるのです。とくに現

代のように、10人 10色の時代から1人 10色の時

代だといわれている時、生活の中での多様性に対

応するのには、機能主義でなく人間と云うものを

もつと多角的にとらまえて、より人間的な立場か

らの追求に重点を置き、人間工学とデザインを結

びつけなければなりません。

折しも昨年 10月 に開催された、技術振興プラザ

ではロボットがテーマに取 り上げられ、その中で

人間工学部会のパネルディスカッションが持たれ

ました。

話は子供の世界のロボットでなく、産業用ロボ

ットの活痛で、一時は単純作業のロボットが出現

し同じものが大量生産され、その結果大量消費を
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余儀なくされました。機械化、合理化が美徳化さ

れ、ロボットの作り易い設計へとエスカレートし、

人間的要素を無視したものを消費者に押しつける

社会が到来し、技術面ではますます高度化し、つ

いに人間であるオペレーターが自分で操作できな

いような機械や道具まで作り出してしまったので

す。

パネラーは企業での実用例に基き、人とロボッ

トの分坦(人とのインターフェース、対人間との

安全性、社会性、経済性にういて話され、また合

理化と雇用問題などが提示されました。日進月歩

進歩するロボット技術ではありますが、まだまだ

その充分な使いこなしと作業労働者の人間性の見

い出しについての試作錯誤がなされている段階で

あつて、単なる合理化・機械化だけの問題ではヽ
,

とどまらないことは言うまでもありません。 ゝ

人間工学から見たロボットとはなにか、人間の

真似ではなく、人間の置き変えでもない人間の出

来ない事をするものであり、人間が生活の巾を広

げられる要素の1つになりうるものでなければな

りません。例えば、病院の看護の問題にしても、

ロボットが機械的に看護することよりも、人間自

身が意識改革を行い、発想の転換をすることによ

り病人が生きて行こうとする意欲が出て病気が治

せる、これに手助け出来るようなロボットが必要

どをよび
8

つまみの周囲のゆとり寸法(わしづかみ型)

なのです。人間工学もここでは人に対するもので

なく、ロボットに対する人間工学が必要とされま

す。

那野比古氏も基調講演の中で「ロボットの進展

と社会環境への影響」と題し、ロボットの将来性

を見て、人間の暮しと照し合せると、人間が出来

ないことをやってくれる極限のロボット、深海や

宇宙基地での作業、有害ガスの中での作業、人間

に心理影響を与えない作業、そのためには視覚、

触覚、臭覚に対するソフト開発と同時に、今のロ

ボットメカは既成のパーツの寄せ集めにすぎず、

エネルギーも電気か電池であり、手はモーター駆

動しかしょうがないのであろうか。形状言融臆合金

で筋肉はできないものなのかなど、人間にとって、

もっと親しみのあるロボットの形をしていなけれ

ば、充分なる機能ははたせないと言われています。

人間はふくよかな体形を持ち、美しい手、足、そ

して身体にマッチした大きさの左、右2つの腕を

持つています。それによりできる動きや、機能が

あり、その形に合った能力が開発され仕事をし、

休息ができるのです。

最初に書いたチンパンジーの話しも人間工学そ

のものです。穴と小枝のサイズの関係も蟻が止ま

つて丁度良い太さであり、長さについても、一端

を口にくわえて手を一杯伸ばして持てる長さにし
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″ じIJVO Яfyrf〃
ています。木実をくだく石もベースには大きい石

を敷き、手に持ち易い大きさの石を選んでいます。

またロボットは定められた環境の中で、コンピュ

ーターからの指令に基いた、適性な作業をしてい

ます。が、しかし彼らは自分の使う道具は作 り出

せないし、環境を変えることもできないのです。

人間が機械の召使いから主人に返 り咲 く時代なの

です。

いまマンマシンシステムを前提 とした、エルゴ

ノミクス・ デザインが注目を集めています。クオ

リティー・オブ・ ライフを大切にする時代 として、

自動砥ぎ機

デザイナーは人間工学の巾を広げ、作業環境や生

活文化の上で、人間と機械 との協調関係を肉体的、

精神的側面から実験や測定を繰返し、科学的証拠

に裏付けされた結論を追求しながら、かつ魅力的

な製品や環境を創出するために、ある意味で芸術

とテクノロジーを統合させたものを倉J造 しようと

しています。デザインは時には文化に大きな一石

を投ずる仕事であり、常に時代の精神が、反映さ

れている作品を作らなければならないと思つてお

ります。

参 考

デザイン小辞典

福井晃一編集ダヴィッド社

人間工学からの発想

小原二郎著講談社

エルゴデザイン

エルゴデザイン研究開発機構

“

春日権現験記より
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研究レポート

マイコ

――最大 10台の

プリンタ共用装置開発の目的と効果

当センターには研修用 としてパソコン 10台が

設置されており、「メカ トロニクス応用技術 コー

ス」や「技術管理者のためのパソコンコース」な

どに使用しています。しかし、プリンタが 2台 し

かないため、プログラムリス トの打出しなどに際

して、フロッピーディスクを持ち歩 く、あるいは

プリンタケーブルを差換えるなどをしなくてはな

らないため、不便を感じていました。そこで、今

回、1台あるいは 2台のプリンタを、最大 10台 ま

でのパソコンが同時に共用できる装置 (プ リンタ

共用装置、図参照)を設計試作 し、61年度技術

研修「メカ トロエクス応用技術コース」(9月 25日

～12月 23日 実施)で実際にパソコン10台 とプリ

ンタ 2台 を接続し、CP/Mの環境下で使用したと

ころ、実用に供しうることが確認できました。

本装置は、内蔵のマイコン (Z80A)が一連の

動作を制御しています。すなわち、各パソコンか

らの出力要求を走査し、要求があれば、出カデー

タを本装置内のバッファ記憶に蓄積すること、パ

ソコンからの出力動作が終了したら、空きプリン

タを捜して、装置内に蓄積されていたデータを印

字することなどの動作を、マイコンで制御してい

ます。このように、パソコン・ プリンタ間接続の

切換えが完全自動で行われること、出カデータの

蓄積機能があることなどから、ユーザーは自分の

パソコンに専用のプリンタがあるのと同じ感覚で

操作が行えます。また、プリンタ 。インターウ ェ

イスはセントロエクス仕様に準拠しているため、

殆んどのパソコンとプリンタを接続できます。

以上のように、本装置は研修用に限らず、広 く

一般のオフィスでも使用できるものと考えており

ます。

プリンタ共用装置の仕様概要

(1)共用装置は各パソコンからの出力要求の有

K―――

無を次々に走査します。出力要求があれば、50 ms

間連続的にデータを受取 ります。要求がなければ、

直ちに次のパソコンを走査します。

鬱)パソコンからのデータ受取中、 5秒間以上

出力要求がなければ、パソコンからのデータ出力

は終了したと判断し、 E「字動作を開始します。

●)1ペ ージ 32 kBの バ ッファ記憶を 16ペー

ジ分設けています。(合計 512 kB)。 パソコンから

の出カデータはバッファ記憶にいったん蓄積しま

す。長いファイルの印字ができるよう、パソコン

に固定的にバッファ記憶のページを割当てること

はせず、動的に割当てています。

は)バ ッファ記憶に蓄積されているデータ量が

外部から判るように、ページ毎に使用中を表示す

るLEDを設けています。

本装置は 11種 16枚のボードから構成されてお

り、内 2種 3枚は市販のボードを利用しています。

また、プログラムはアセンブラでコーディングし、

ステップ数は約 1500です。

追記 本装置の開発は、工業技術院大阪工業技

術試験所主催の共同研究「ボー ド型マイクロコン

ピュータを利用した計測と制御方法の研究開発」

の一環として行ったものです。

□
PP PR旺」―

最大10台

パツヨン

プリンタ

プリンタ

マイコン
による制御

16× 32kBの
内蔵

バッファ言己憶

プリンタ
共用装置
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誌上ゼミナール

ス テ ン レ ス 鋼

ステンレス鋼 (Stainless Steel)と は一世代前ま

では
｀
不銹鋼

″
という名称で呼ばれていましたが

実際には錆にくい鋼
｀
難銹鋼

″
のことです。

英語で Stain(よ ごす)に lessを つけたもので、

すなわち よ`ごれにくい鋼
″

のことです。

ステンレス鋼の記号はSUSです。Steelの S、

Special Useの U、 Stainlessの Sか らとったもの

で、SUSは俗にサスともいわれています。

ステンレス鋼は、成分からみますと3種類に分

けられます。13ク ロムステンレス鋼、18ク ロムス

テンレス鋼、18-8ス テンレス鋼です。18-8は ク

ロム 18%にニッケル 8%がはいっています。

ステンレス鋼を組織からみますと表 1の とおり

になります。

すなわち 13ク ロム SUSは フェライ ト系、18ク

ロム SUSは マルテンサイ ト系 (C%は フェライ

ト系より高 く、焼入用)18-8 SUSはオーステナ

イ ト系で磁性をもちません。18-8 SUSが どう

かを判別するには磁石にひっつけてみると判 りま

す。

耐錆性の面から3つ の SUSを比較しますとオ

ーステナイ ト系が一番良好でフェライト系、マル

テシサイ ト系の順になります。ここではオーステ

ナイト系ステンレス鋼の耐食性についてもう少し

詳しく述べてみます。腐食の形態には全面腐食形、

孔食形に粒界腐食形、応力腐食形に分類出来ます。

(1)耐全面形腐食

ステンレス鋼の良好な耐食性は表面に形成され

る不動態被膜 (非常に薄い酸化物)に よるもので

Crと 酸素 (ま たは酸化剤)の存在が重要になりま

す。そのため被膜が安定した環境 (酸化性)か、

そうでないか (非酸化性)で耐食性は変化します。

二般に硝酸のような酸化性の環境の場合は耐食

性は良好ですが、硫酸、酢酸、 リン酸のような非

酸化性環境の場合は Ni、 Mo、 Cuの増量が必要と

なります。
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誌上ゼミナール

表 1 ステンレス鋼の分類

同上および耐然性付与

同  上

同  上

<O08
Ｎｉ

系

高

Ｃｒ

<02
<O08

<O03

Ｎｉ

系

オーステ

ナイト

建築,車両,厨房器具 :船舶用部品 :航空機用材

化学工業,製紙,精油ェ業用材:航空機材,その他
同上 (耐 食性,港接性改良 )

同上 (と くに耐硫駿,亜硫酸,有機酸工業用 )

同上

構造用部品 :航空機用材 :建築用材 :食器、刃拗

ナイフ,医科材料,食器など

颯  アイス,ケー ン,耐摩耗耐食用部品>05
Cr系

マルテン

サイト

タービン翼 :製泊工業,高圧蒸気部品 :パルス ポンブ部品

建築材,家庭厨房器具,食器類

精油工業,硝酸工業用材 :パルブ, フランシ :送油暫

<O iO

<015Cr 系フェライト

その他
用 途 例

主  成  分 (vt%)
鍋  種タ イ ブ

図 1(図 2に その例を紹介します。

(動 耐孔食性材料

孔食は腐食の中で最もやっかいなもので孔があ

くという現象です。

孔食はすきま腐食の 1種で、その発生が問題 と

されるのは耐食性のよい不動態被膜を形成するス

テンレス鋼やアルミニウム合金です。通常、孔食

の発生しやすい環境はpHが中性付近で塩素イオ

ンを含む水溶液が多い場合とされています。

図 3に示す 10%塩化第 2鉄腐食試験の資料か

らMoの添加が孔食の防止に有効であることが

判 ります。一般にはMoを添加した SUS 316や フ

図3 10%塩化第2鉄試験における耐孔食性

〔日本冶金 技術資料〕

ェライト、オーステナイト(2相系)系 の SUS 329

J等が耐孔食用材料として使用されています。

0 耐粒界腐食性材料

オーステナイト系ステンレス鋼は結晶粒界にク

ロム炭化物 (Cr2aC6)が折出すると粒界近傍のクロ

ム濃度が低下し、この付近が選択的に腐食を受け、

クロム炭化物の折出温度は 450° C～850° Cと され

ています。溶接時の熱影響等が上記の温度範囲に

相当しますので炭素量の低い SUS 316 Lま たは

NbT二 等 を添 加 した安 定 化 鋼 種 SUS 321、

SUS 347が有効 とされています。

は)耐応力腐食割れ性材料

応力腐食割れは塩化物環境で最も多 く発生しま

す。応力腐食の割れの形態は非常に複雑で、孔食、

粒界腐食を伴つているものが多 く、使用状況、局

部腐食等を考慮して鋼種の選択をしなければなり

ません。

JISに規定されたオーステナイ ト鋼種ではMo
を添カロした SUS3・ 16、 SUS 317ま たは Mo、 Cuを

添加した SUS 316 Ji等 が有効 とされています。

参考資料 ステンレス鋼便覧 (日刊工業新聞社)

機械材料の実用知識 (技術評論社)

金属材料のマニュアル (大河出版)
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誌上ゼミナール

複合材料

無限の可能性とロマンを秘める新素材開発

―― PART II

カケル もち味 スナワチ つよ味

×特徴 =特長の産術

どんな材料にも、良いところと悪いところの両    FRPは 第 2次大戦中に開発され、その後著しく

面があります。そんな、さまざまな素材のもち味   発展してきたのです。軽い、強い、耐触性にすぐ

をミックスさせて思いもよらないつよ味を発揮さ   れているといつた特徴を持ち、構造材料分野で広

せるのが複合材料です。               く活用されています。ボー ト、釣竿、ラケット、

鋼鉄の 5倍 も強いスーパー・ ロープ       浴槽など、生活用品にも数多く使われています。

複合材料 とは、一言でいえば、異種の材料を組    このなかでも、近年、複合材料の花形 としてク

み合せることによって、単独の材料では得られな   ローズアップされているのが、ケブラーです。引

い特性を持たせたものです。            つ張 り強度が抜群に強 く、直径 l mmの糸で 220

プラスチックには一般に強度が弱い、耐熱性が   kgの荷重にも耐えられ、もう1つ の特性は軽いこ

劣るといつた欠点があります。この欠点を炭素繊   とです。ケブラーでロープを作ると、鋼鉄の 5分

維、ケプラー、グラスファイバー (ガ ラス繊維)   の 1の重さですむのです。ケブラーの繊維をエポ

などの繊維 と複合させてカバーするのが FRPで   キシ樹脂などのプラスチックに埋め込むと、ケブ

す。                        ラー強化プラスチックになり、ボー トの船体やス

キー板などに使われてい

ます。

薙未系審鏃晶譜戦鰐 ず巧島社     航空機は軽くて強いこ

実督守夏稔箪顎賛暴汚螺尭与5,P    とが最大の課題ですが、

雇鵞猥斬翼a」:旱占と争決亀覇誰矛多ぢ        
ロツキード〈トライスタ

ーの使われている部分。             ~〉 では、ガラス繊維強

化プラスチックの全座席

をケブラー強化プラスチ

ックにか えて、機体 を

360 kg軽 くしました。手

荷物を含めて乗客 4人分

に相当する重さですから、

1フ ライ トごとに運賃が

4人分 〈もうかった〉 こ

とになります。

ケプラーは伸縮性 もあ

るから、ゴムにお りこん

でラジアルタイヤに用い

ると強 くなり、耐久′
性が

よくな ります。また耐熱

もち味

特徴

昇降舵

後縁パネル

方向舵

シール板

後縁パネル

フェアリング

内側補助翼

津

扉

垂直・水平尾翼端

キールビーム

ン グエンジン

ェアリング

フラップ機構のフェアリング

外ftl補 助翼

上 ンガー ナセルストラットと
スラストリツ`一サー
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誌上ゼミナール

性もあり、溶鉱炉の作業服にも用いられています。

100倍 も強 くなる金属のひげ

もう1つ の有力な複合材料は、金属にマ トリッ

クス状の繊維をおりこんだ繊維強化金属 (FRM)

です。ボロン (ホ ウ素)災化ケイ素、アルミナ、

カーボンなどのセラミックス繊維やタングステン、

マグネシウムなどの金属繊維、ウィスカーを使っ

た FRMの研究開発が進んでいます。ちなみにウ

ィスカーとは、太さ数μmの線状結晶で、〈猫のひ

げ〉の意味です。金属やセラミックスは線状結晶

になると、通常の状態の 100倍程度の引つ張 り強

さをもつのです。

炭素繊維は日本生まれの日本育ち

複合材料のなかで く鉄よりも強 く、アルミニウ

ムより軽い夢の材料〉として、今日とくにもては

やされている炭素繊維は、実は、日本生まれの、

日本育ちの新素材です。ポリアクリニ トリル繊維

を原料とする炭素繊維は工業技術院大阪工業試験

所の進藤昭男博士が 1959年 に世界に先がけて開

発に成功したもので、しかも製品の約 70%が日本

メーカーによってつくられています。炭素繊維は

主としてアクリル繊維またはピッチを原料 として

約 2000° Cの高温で処理して含有炭素を黒鉛化 し

て作られ、前者をPAN(ポ リアクリルニ トリル)

系炭素繊維、後者をピッチ系炭素繊維と言います。

炭素繊維の用途く特徴別〉

【軽量・高弾性率・高強度

を活用する】 航空宇宙機

器, 自動車,繊維機械,遠

心分離器,フ ライトホイー

ル,ス ポーッ・レジャー用

品(ゴルフクラブ,釣竿,テ

ニスラケット,バット)

【寸法安定性を活用する】

宇宙機器 (ト ランス,ア ンテ

ナ),マ イクロメーター,タ

イミングベル ト,定規。

【振動減衰性を活用する】

オーデイオ機器,楽器, 自

動車用 ドライプシャフト,

リーフ ス プ リン グ,レ

ジャー用品。

ケブラーを用いた安全作業衣 。

ケブラー を埋 めこんだ繊維 は軽量 で強 く。

耐 火性 も強い。

熔鉱炉の作業や工事現場な どで

広 く用い られている。

一方、引つ張 り強度、弾性率などの機械的特性値

によっても分類されます。低弾性率 と高弾性率、

低強度と高強度の組み合わせで 4つ に分けていま

す。普通、高弾性高強度のものを高性能 (HP一ハ

イパフォーマンス)炭素繊維と呼び、低弾性 。低

強度のものを一般性能 (GP― ジェネラルパフォ

ーマンス)濃素繊維 と呼んでいます。これらの特

徴をいかに高めていくかが、メーカー各社の技術

上のテーマとなっているのです。

【耐蝕性を活用する】化学

プラント機器,集塵電極。

【耐摩耗性を活用する】摺

動材,ベ アリング。

【X線透過性を活用する】

X線乾板カセット,医療用

X線ペッド。

【高温特性を活用する】口

ケッ ト部品, タービンエン

ジン部品,航空機用ル ー

キデ ィスク。溶鉱炉作業服。
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― 用語解説

図面に登場する図示記号 (そ の 1)

くRat Rmax、 Rz、 _S、 f、  √ 、(▽,VV)〉

機械加工部品などの図面によく登場する記号に

表面粗さ Ra、 Rmax、 Rzがあります。そしてこれ

は面の指示記号や仕上げ記号に併記されることが

一般的です。

1 ≪表面粗さ≫

(1)Ra(中 心線平均粗さ)

(3)Rz(10点 平均粗さ)

記録した方向

λc λc

E
ト 平均線を基準として、最高から5点の平均と

翠

最低から5点の平均の差 (μm単位)です。

同じ高さの三角山が並んでいる断面曲線の

場合 Rmaxと Rzと は等しく、Raは Rmax

の近に等しい

《表面粗さの呼び方≫

_μ mRa えc  lmm ′_mm
中心線からの形状変位量 f(χ )の絶対値の算

術的平均値 (μm単位)です。この場合の曲線

は、断面曲線 (測定面を切断した時の輪郭)か

ら所定の波長 (カ ットオフ値 えc)よ り長いうね

り成分をカットオフした粗さ曲線を用います。

また測定長さ ′はカットオフ値の 3倍以上をと

ります。

(こ れは国際的にもよく使われる値です)

(中心線平均粗さ十一
μmヽ カットオフ値__

mm、 測定長さ__μ m)

___μmRmax L‥ m

(最大高さ___μm基 準長さ_mm)

___μmRz L___ m

(10点平均粗さ__μ m基 準長さ__mm)
注 1 粗さやカットオフ値 または基準長さは特に

必要のないかぎり表 1の標準数列を使います。

表 1 表面あらさの標準数列 (」 IS B 0601)

(2)Rnax(最大高さ)

平均線

E

平均線

| |Ra=キア
2f(χ

)dχ
2

Ｅ
代
Ｃ
群
単
翠

言己録 した

平均線に平行な 2直線ではさんだときの間隔

(μm単位)です。

注 2 カットオフ値および基準長さは粗さの範囲

毎に標準値が定められており、この値を用い

ている時は、表示を省略することができます。

注3 また、OμねRa≦ 6.3a≦ 6.3μmRa

OμmRmax≦ 6.3S≦ 6.3μmRmax

OμmRz≦ 6.3Z≦ 6.3μ mRz

のように最大値を表示する場合は標準数列か

ら選んだ値に a、 S、 Zを付けて表わせます。

-10-
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用語解説―
3 ≪面の指示記号≫

面の表現は、仕上げ記号でも行われています

が、国際規格 ISO-1302と 整合しないため、面

の指示記号に移行するように定められています。

了  面の除去加ェが必要

y面の除去加工をしてはいけなVゝ

y 面の除去加工の要否は間わない

4(仕 上げ記号 )

仕上げ記号を用いて表面粗さを表わす時には

表 2, 3に より表わされます。

表2 仕上げ記号の表面粗 さの標準数列

備 考  1 仕上げ記号 の三角は,正三角形 とす る。

2 表の標準数列以外の値 を特に指示す る必要がある場合は,仕上 げ記号 に

その値 を付記す る。

3 指示す る表面粗 さの範囲が表の異なる区間に またが る ときは,三角の数

は,表面粗 さの上限に合わせ る。

C
f

C

a:中心線平均粗さの値…添字 aは記さない。

c:カ ットオフ値 えc  と記す

f:中心線平均粗さ以外の粗さの値

Rmax=  S、 Rz=  と記す

C′ :基準長さ Lこ   と記す

使用例

蒻
ス.0 8

λ.25

R離=(25-63)S 棄=≦ 10

(ユ OO～ 25)S
L-8 と-25

表3 仕上げ記号の使用例

備 考 波形記号及び三角記号の数に相当した表面粗 さの値 を表題欄又はその近 くに表示

した場合は,記号 a, s, z,は 省略 してよい。

2 5
ス。2 5

貿_F=25S

買,-100
L=25

特に規定しない。
～

100Z100S25a▽

25Z25S6.3a∨ ∨

63Z6.3S1.6a∨∨∨

0.8Z08S02a∨∨∨∨

RzRmaxRa

表 面 組 さの 標 準 列
仕上げ記号

えc25mmで Ra力
1昇歩 1 6μ mの研削加工 を行 う面。G

解

表 2に示す表面粗さの範囲に入る研削加工を行う面。

れ0 8mmで Rと が最大0 8μ mの除去加工を行う面。08a
＼v/VV

表 2に示す表面粗さの範囲に入る除去加工を行う面

(ほ IF1 6a)。VV∨

L8mmで Rzが最大50μ mの除去加工を行う面。50Z
▽

L8mmで Rnaxが 100μ mよ り細かい鋳造などの面
100S

僧

除去加工 を行なわない。

ω

意    味記 号番号

-11-
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試験研究機器紹1介

○モーダル解析装置

モーダル解析装置は、様々な構造系の伝達関数

を実測し、この実測データから数学的モデル伝達

関数の近似解を求め、さらに近似解より固有振動

数、ダンピング係数、振動モードを計算します。

モーダル解析の必要性は、実機・試作モデルを

数学的モデル伝達関数で分析することにより、構

造物の変位分布等の動的特性を把握できることに

あります。このため有限要素法の推測値 との比較

検証、さらに、モーダル解析により求めた振動モ

ードを検討し、コンピュータ上でダンパ・ ぼね等

の実装による強度振動の改善の効果を知ることが

できます。

○赤外線放射温度計

物体表面から、その物体の温度に応じて自然放

射されている赤外エネルギーを、赤外線検出器で

検出することにより、対象物表面の温度分布をサ

ーモ像 (64色 カラー)と して表示する装置です。

本体の組み込みプログラムによって平均温度、

ヒストグラム、指定点温度や画像減算等の処理が

できます。また、P C 9801 Eと 接続すれば、4画

像ヒス トグラム表示、カロリー計算、二次元表示

やタイム トレースデータも簡単に得られます。

昭和 61年度自転車振興会補助機器

$?

入カチャンネル数 :       8 ch
分析周波数   :    DC～ 25 KHz

モーダル解析機能 : 1.SDF
2. WIDF
3.グローバル・パラ

メータ推定

4.多点参照推定

データ評価機能 :1。 モーダル・アシュアラ

ンス・ クライテリア

2.モ ーダル・ コンフィデ

ンス・ ファクター

3。 モード・ インディケー

タ関数

(GENRAD社製 GR-2515 CATSYSTEM)

ドIⅢイ■lil―禅ギ牡

卜1で

“

|`|十-11

温度測定範囲 :-50°C～ +2000°C
走査速度  :2秒 ～0.5秒 /画面 (連続トレース時)

ズーム機能 :光学ズーム、水平垂直独立ズーム

(1～ 5倍 )

波形表示 ! :等温線、水平波形、垂直波形、ラ

イン波形

(日 本電気三栄い製 6T61)

-12-
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○画像入力装置

パーソナルコンピュータによる対話型画像解析

システムであり、カラー画像を対象とした画像処

理を行います。

カメラより取 り込まれたカラー画像は、Red、

Green、 BIue成 分に分けられそれぞれ 257階 調

(8ビ ット)のデータとして保存されます。また、

1600万種類の色をこの画像データにより表現す

ることが出来ます。

ソフトウェアとしては、移植性の良いC言語で

書かれた画像処理基本モジュールを持ち BASIC

言語から利用できます。

○蛍光X線分析装置

金属材料、無機材料 (粉体)等を非破壊で迅速

に分析する方法として蛍光X線による分析方法が

あります。

蛍光X線分析装置の原理および特徴は次のとお

りです。

測定原理

X線管から出る 1次 X線を試料に照射すると試

料中に含まれる各元素からそれぞれの元素に特有

な波長をもった特性X線が放射されます。試料か

ら出てくるこのX線を蛍光X線 と呼び試料の中に

どんな元素が含まれどの程度の量があるか、定性、

定量分析を行なうことが出来ます。

特  徴               .
本装置の特徴は制御部に 16ビ ットマイクロコ

ンピュータが内臓されているためデータ処理装置

と運動し、自動定性および従来複雑なデータ処理

を要した重回帰によるマ トリン補正計算が比較的

短時間で行なえるため精度の高い定量も可能です。

また従来、不可能だつた超軽元素 (B、 C、 N、

0)の分析についても人工累積膜のX線分光素子

の出現により可能となりました。

本体 CPViZ 80
プログラムメモリ:32Kバイ ト

データメモリ :16Kバイト

画像メモリ :8画面 (512× 512× 8ビ

ット)

OSI N88-BASIC
(いエー・ ディ・ エス製

PIP-40■ システム )

1器縮ユ

測定元素範囲 :5B～92U

分光結晶  :LiF(200)、 Ge、 TAP、 PET、

SX-80、 SX-160
出力    :3kw(Rh管 球)

管電圧   :20～ 50 Kv

管電流   :5～ 100 mA

データ処理  :外標準法、バックグランド差引

重なり補正、共存元素補正

(仰島津製作所製 VF-320)

-13-



技術相談コーナー

Ql RS232Cイ ンタフェースを使つてパソコ

ンとパソコンを接続する際の注意事項をおしえ

て下さい。

Al RS232Cは 、本来コンピュータとモデムを

接続するために決められた規格なので、モデム

を使用しないで直接パソコンとパソコンを接続

する場合には、R S 232 Cの ケーブルの結線を

変更する必要があります。

また、パソコンの場合でしたら調歩同期式が

多いと思われますが、モデムの有無に関係なく、

データビット長、パ リティ、ス トップビット長、

通信速度 (ボーレー ト)等の設定を、両方のパ

Q2 表面抵抗率とは何を意味するのですか、また

どうすれば絶縁物の表面抵抗率を測定できます

か 。

A2 表面抵抗率psは、数値的には各辺 l cmの 正方

形の相対する辺を電極とする2つの電極間の表

面抵抗に等しい。

つまり図 1では、
Eps=T ・

(1)

となります。

この psを使

②
図 1

うと図 2の表面抵抗R は 、

Rs=辞 9)

と表わされます。

絶縁物の表面抵抗率は、固体試料ならば図 3

のような方法で、A― C間の抵抗を測定すれび

計算でだせます。

つまり、

A一 C間の抵抗 :R。

Aの半径   :rl
Cの半径   :r2
B:裏面電極

とすると、(2)式 より

R。
王

&s静 ・

の関係が成 り立ちます。

図 2

ソコンで同一にする必要があります。

これらのハード的なインタフェースのもとに

ソフトの通信手順 (プロトコル)を両方のパソ

コンで決めることになるわけですが、信頼性の

高い通信を行なう場合には、ソフトレベルでの

データチェック機能もプロトコルに含めた方が

.良いでしょう。

データコードにういては、同タイプのパソコ

ンなら問題はないでしょうが、別メーカーのパ

ソコンを接続する場合や 2進数をそのまま通信

する場合には、注意する必要があります。

従がつて、

吼 =吼
線

… … ・・・・・・l→

となります。

ただし、熱硬化性プラスチックの場合は、

JIS、 K69■ に表面抵抗率の測定方法が定めら

れており、図 3の寸法及び表面抵抗率の算出式

が次のように決められています。

試料片 :厚 さ 2 11ull、 直径約 100 11ull(成 形材料)

A:φ 50± 0.5 11ull

B Iφ 83± 2 11ull

C:φ 70± 0.5 11ull

。
(5)

_π (r2+rl)
r2~ri

は)と 他/は 、見掛け上では異なりますが、G)の

条件で計算すると、その値は、 1%程度の相違

となります。

なお、当センターの超絶縁抵抗計を使用すれ

ば、0.5X106～ 2X1016Ω の範囲で抵抗が測定

できます。

    《雹》
′

σ

口EA

|

Rs X RO・

口BA
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新製品の開発・新技術の導入に技術相談・ 指導制度を活用しましょう。

滋賀県では、国際化、情報化、技術革新の進展や需要の多様化等の環境変化に対応した県内企業の育成

を図るため、無料の各種技術相談 。指導制度を設けています。技術に関することは県立試験研究機関に気

軽に御相談下さい。

技術ア ドバイザー制度 巡回技術指導制度

豊かな着想と斬新なアイデアによる新製品 。新

技術の開発等、中小企業独自では解決困難な製品

または製造工程等に関する技術的諸問題を解決の

ため、県に登録されている豊富な知識 と経験を有

する技術アドバイザーを派遣して、中小企業の新

製品 。新技術の開発を促進させるとともに、中小

企業の技術力の向上を図る制度です。

【指導の方法】

企業からの指導依頼があり次第、その問題解決

に最も適切な技術アドバイザー (16P名簿のとお

り)を選定し、直接、企業の現場で指導を行います。

1企業当りの年間指導日数は原則 として延べ 5

日以内 (最大 10日 )です。

【対 象 企 業】

中小企業 (資本金 1億円以下または従業員 300

人以下)

特別技術相談コーナー

日進月歩で進歩するエレクトロエクス、新素材、

バイオテクノロジーなどに対応した企業の技術開

発力の向上を支援するため、それぞれの分野にお

いて権威のある大学の先生方 (相談役)が定期的

に新技術開発や技術の改善など、高度な技術問題

について直接相談に応じる制度です。

【相 談 分 野】

エレクトロニクス マイクロコンピュータ応用

技術および周辺機器技術な

ど

メカ トロニ クス ロボットおよび自動制御技

-15-

中小企業の技術力向上のため、民間の技術者等

の専門家と県の技術職員からなるチームを編成し

て、工場を巡回し、主として生産技術上の問題点

を究明するとともに、改善の助言を行い生産全般

の技術的問題解決の支援をする制度です。

【指導の方法】

企業からの依頼の内容に適した技術指導チーム

を編成し、企業の現場において原則 として0.5～ 2

日間指導を行います。

【対 象 企 業】

企業規模等により次の指導事業があります。

一般巡回技術指導 原則 として 20人 を超える

中小企業

簡易巡回技術指導 原則 として 20人以下の小

規模企業

公害巡回技術指導 公害発生のおそれがある、ま

たは公害防止のために技術

指導を必要とする中小企業

術など

先 端 加 工 技 術 精密加工、切削加工、塑性

加工および特殊加工など

新素材 i複合材料 高分子材料加工、高分子複

合材料、金属材料および熱

処理など

食      品 食品製造技術、醸造技術、

バイオテクノロジーなど

【相談日および担当相談役】

17P名簿のとお 9

【相 談 場 所】    ′

滋賀県工業技術センター



滋賀県技術アドバイザー名簿

主 た る 指 導 分 野主 た る 指 導 分 野区分 氏  名

プラスチ ック成形加工マイコン (ハード/ソ フト)

FAシ ステム設計
永 井 芳 治杉 浦 義 治

公害指導 品質管理 接着の研究指導X線回析

蛍光X線分析関係
宮 原 俊 夫築 山  宏

油脂 石鹸 洗剤 界面活性剤ゴム

高分子関連技術 技術情報分析
自動化機器開発 技術開発 新製品開

発 試作に伴う電気化学機械の指導

化
　
　
　
学

わ
一一一

嚇
十

“
口

ψ
森

電

　

　

気

中 )II悟 孝

発酵食品製造技術 しょうゆ

奈良漬製造技術 食品製造技術
プレス機械 自動化機器 金型 れ義

笙い井
ネ
奥池 田 寿 紀

食品流通技術 食品加工 製造技術

全般 食品化学
切削加工を中心とした機械工作

加 藤  薫大 槻 泰 幹

滅菌下での製菓技術の開発

佃煮類製造技術の改善
工
士
口

膚　一
わ
沢

泌神
力学(材料、構造、流体、空気 )

機械工作 流休機械

食

　

　

　

品

平 澤 久 紀

上 田 幸 代
ファッション産業デザイン

アパレルテキスタル高 崎 秀 平
防振 防音 機械設計 (自 動化等 )

パソコン応用

碓 永 達 弥
縫 製

竹下常四郎
流体機器 設計関係 (ポ リプシリング

ー等省力自動化 )

佐々木誠司
縫製 生産システム改善吼

石
φ中

那
実

流体輸送用ポンプと弁 油空圧機器お

よび装置 装置自動化

高 崎  泰
線化合織 撚糸の加工技術QC
TQC福 井  清

材料機械 構造力学 自動化技術 自

動化機械装置

べ都漸
武

醜
猛

天然繊維および化合繊の手芸および機

械捺染族米量移 機械工作 (FMSラ イン)

機械工作 (刃 物、選定 )

繊
　
　
　
維

藤 原 英 男
各種織機、レピアルームの設計

織布工場の操作 管理 整備宮   宏
CADシ ステム導入の助言指導

OAシ ステム 新製品開発指導

漸

'旨

弱移
工業デザイン プログクトデザイン

クラフトデザイン

機

　
　
　
械

森 野 修 範
省力機械 自動化機器の設計

生産技術生産システム総合改善 窯
　
業 み

一一一

だ
田

わ
和 ほ

穂
ち
千

陶磁器デザイン (企画 制作 )

赤 松 勝 也
金属材料の強化技術 粉未治金

熱処理 (表面硬化技術 )

岩 井 珠 恵
グラフィクデザイン
パ ノ`ケ~ジ デザイン安倍駿一郎

金属部品の鍛造 鋳造 機械加工

成形加工 表面処理 熱処理技術

武 部 正 幸
情報処理工学

佐 藤 昭 三
構造用金属材料 溶接技術

生産技術 (生産管理 自動制御 )

西日耕之助
衛生工学 (大気汚染 悪臭防止 廃水

廃菜物処理 )

金

　

　

属

辻  秀 雄
金属加工  IE QCVA
工程管理 工場レイアウト

山 下  等
熱管理 省エネルギー 公害対策

水質管理 汚水処理
じ
二

”
敬

だ
田

ネ
奥

化学品加工技術 生産工程改善

品質管理 接着技術

般

森 岡 忠 美
生産計画 工程管理 生産管理業務の

システム化

化
　
学

富 岡 親 憲
化学 生化学分野 品質管理

新製品開発
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特別技術相談役および相談日

本の紹介

中小企業者の「技術力向上のための手引き」

(順不同 )

中小企業庁技術課 監修

く紹介されています。

本書を読むと技術開発や技術導入を行う中小企

業に対する助成制度がこんなにもたくさんあるの

かと驚かされます。実際、せつかく利用できる制

度を知らないで過ごしてしまっている場合も少な

くないことでしょう。

本書では、これらの制度をわかりやすい文章で

説明し、問い合わせ先や申請先をその場その場で

紹介しており、また実例を随所に盛 り込むなど、

制度を利用しようとする者の立場にたって書かれ

ているようです。

3500円  A5判  420ページ

重化学工業通信社 03-230-3531

本書は、中小企業が技術開発、技術改善を行う

に当たって利用できる国や自治体などの各種制度

を紹介し、それぞれの制度の利用のしかたなどを

詳しく説明しています。

紹介されている制度は、技術改善費補助金をは

じめとした各種補助金のほか、融資制度、税制、

あるいは昭和 60年度に制定された「中小企業技術

開発促進臨時措置法」に基づ く各種の制度などさ

まざまです。

また、国や自治体の制度のほかにも、新技術開

発事業団、生活用品振興センター、中小企業ベン

チャー振興基金など各種団体が行つている助成金

や委託制度など中小企業が利用できる制度が数多
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毎月第 3木 H選 日

午後 1時から

食品工学

食品化学および栄養

化学

京都府立大学名誉教授

武庫川女子大学教授
金 森 正 雄

毎月第 3水曜日

午後 1時から

金属工学

金属材料・鉄鋼材料

および熱処理
京都大学教授田 村 今 男

毎月第 3水曜日

午後 1時から

材料工学

冷間鍛造・高分子材

料加工および高分子

複合材料(FRP)

同志社大学教授平 井 恒 夫

毎月第 3木曜日

午後 1時から

制御工学

自動制御・サーボお

よびロボット

京都大学名誉教授

立命館大学教授
花 房 秀 郎

毎月第 2水曜日

午後 1時から

機械工学

精密加工・切削加工

・塑性加工および特

殊加工

名古屋大学教授山 口 勝 美

毎月第 3金曜日

午前10時 30分から

情報工学
マイクロコンピュー

タ応用技術および周

辺機器技術

静岡大学名誉教授

浜松情報専門学校長
松 本 欣 二

氏



センターニユース多彰巧ケ多彰巧ケ多フ彰影彰影巧 /多彰巧

今日の先端技術分野におけるめざましい技術革

新に代表されるように、わが国の工業をとりまく

環境の変化は大変著しいものがありますが、こう
.し

た変化に対応して県内企業の技術開発力と創造

力を養い、産学官の交流機会の創出と科学技術の

啓発普及を図るため、滋賀県科学技術振興プラザ

を開催し、500余名の参加を得て盛会のうちに幕

を閉じました。

第 1部 記念講演および一般公開

昭和61年 10月 19日 工業技術センター

記念講演 21世紀のフアンタジー

漫画家 手塚 治虫

「鉄腕ア トム」「火の鳥」など、手塚氏の

作品の底流にある着想から現代および 21

世紀の科学技術の進展の道が説かれました。

新素材の展示

科学技術映画の上映

先端技術設備機器の展示 実演

第 2部 科学技術シンポジウム

昭和61年 10月 25日 ホテルレークビワ

基調講演  「ロボットの進展と社会環境への

影響」

科学技術評論家 那野 比古

ロボットの将来的な無限の可能性を強調

しながら、ヒューマンな面を忘れてはなら

ないことを指摘されました。

特別講演  「多品種少量生産システムの展開

とロボットの活用」

協立エンジエアリングい

代表取締役社長 木上  進

ロボットは、まだまだ普及すると述べ、

今後の技術の進展に対応した人材育成の仕

掛けが必要であることを強調されました。

分科会

午後 より2分科会にわかれて、それぞれの

テーマにそって分科会討議を展開しました。

セッション 1

テーマ ロボット活用事例

-18-



彰彰 彰彰 彰彰 CfrV7fF JvfИ疇
基調スピーチ

コーディネータ

京都大学工学部

助 教 授 渡部  透

セッション 2

テーマ ロボットと人間工学

基調スピーチ

コーディネータ

大阪府立大学

名誉教授 浅居喜代治

セッション 1ではロボット利用企業等から、

その活用事例が紹介されるとともにセッショ

ン2においては各パネラーからロボット活用

上における人間工学的分析 と安全性・社会

性・経済性課題について検討が深められ、シ

ンポジウムがしめくくられました。

なお、このシンポジウムに御尽力下さいま

したパネラーの方々を紹介します。

セッション 1

東京都立工業技術センター機械加工部

横 山 哲 男

ダイハツエ業い生産技術部次長

山 下 紘 一

立石電機仰生産技術センター

FA技術課ヘッドエンジニア

馬 渕 善 夫

川崎重工業いロボット事業部

システム技術部長

波多野 彦 一

セッション2

ダイキンエ業仰堺製作所副所長   
・

山 田   靖

松下電器産業い生産技術本部

精機事業部開発 1部部長

山 内 信 也

ロボットアドバイザー

村 杉 治 郎    (ス ピーチ順)

移
て
は
一■
】
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募 集

滋賀県先端技術開発促進事業補助金

滋賀県地域産業技術改善費補助金

県では、県内中小企業の技術開発力向上を図る

ため、先端技術分野で技術開発をめざす者や、意

欲的に技術開発を進めるベンチャービジネス等に

対し新製品 。新技術の開発に必要な経費に対する

助成を行っています。

昭和 62年度の募集内容は次のとお りですので

御希望の方は是非この機会に応募下さい。

募集期間 昭和 62年 5月 1日③

～昭和 62年 5月 30日 ω

受付場所

問い合せ先 県庁 商工課 振興係

T E L 0775(24)1121内 線 2338

大津市京町四丁目1-1

―- 20 -一



昭 和 55年 度昭    和 年    度60

同左

(1)       
、

∫ 同左

(4)

(5)研究開発型企業である旨の説明書 (所定の様式になる)

(1)技術改善計画書 (所定

の様式による。)

修)定款

13)過去2年間の損益計算書

14)過去2年間の貸借対照表

補助対象経費の2/3以

内で、1件当り100万 円

以上500万円以下

補助対象経費の%以内

で、1件当り300万円以上

1,000万 円以下

補ッ対象経費の2/3以 内

で、1件当り100万 円以上

700万円以下  .

補助対象経費の%以内

で、 1件当り200万円以

上500万円以下

15)外注加工に要する経費

(6)技術指導の受入れに要する経費

(7)知事が特に必要と認める経費

新製品・新技術の開発に要する経費のうち次に掲げる経費

(→ 原材料および副資材の購入に要する経費

(2)結築物の購入、建造、改良、据付け、借用または修繕に要

する経費

13)機械装置または工具器具の購入、試作、改良、据付け、借

用または修繕に要する経費

上記の者が行う新製

品 Ⅲ新技術の開発事業
上記の者が行う新製品・新技術の開発事業

上記の者が行う次の分

野に係る新製品・新技術

の開発事業

(llエ レクトロニクス関連

技術

修)新素材関連技術

13)メカトロニクス関連技術

(4ン イヾオテクノロジー関

連技術

“

)そ の他知事が適当と認

める先端技術

中小企業者または、

その団体

次の要件をすべて満たす中刀ヽ企業者

(1)過去 2期ないし3期にわたり研究開発費が売上高

の3%以上あること     ′

12)会社設立後または新事業進出後10年以内の者、著

しくは本開発を行うことにより新事業に進出しよ

うとする具体的計画を有する者

(3)大企業に実質的に支配されていないこと

に)未上場企業であること

中小企業者またはその

団体

中小企業者の行う新

製品・新技術の開発に

要する経費に対する助

成

ベンチャービジネス (研究開発型企業)の行う新

製品・新技術の開発に要する経費に対する助成

中小企業者の行う先端

技術分野に係る新製品・

新技術の開発に要する経

費に対する助成

第 2種研究開発型企業枠第1種研究開発型企業枠先 端 技 術 枠 技術改善費補助金

滋賀 県地域産業滋賀県先端技術開発促進事業補助金

―- 21 -―
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品

。
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
通
じ
、
新
規
の
市
場
開
拓
の

機
会
を
も
た
ら
す
分
野
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

今
話
題
の
Ｃ
Ｄ

（
コ
ン
パ
ク
ト
デ
イ
ス
ク
）
プ
レ

ー
ヤ
ー
も
、
完
成
品
は
大
企
業
製
品
で
す
が
、
部
品

の
多
く
は
中
堅

・
中
小
企
業
に
依
存
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
外
、
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
と

陶
磁
器
の
技
術
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
醸
造

。

発
酵
技
術
な
ど
、
中
堅

。
中
小
企
業
が
従
来
か
ら
持

っ
て
い
る
技
術
を
活
用
す
る
分
野
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、

ハ
イ
テ
ク
は
研
究
開
発
型

企
業
に
新
た
な
活
躍
の
場
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
、
現
代
は
ま
さ
に
第
二
、
第
二
の
ソ
ニ

ー
、
京
セ
ラ
を
生
み
出
す
こ
と
も
可
能
な
時
代
と
い

え
そ
う
で
す
。

三
、
企
業
活
動
と
特
許
戦
略

ハ
イ
テ
ク
時
代
に
入
り
、
各
企
業
が
い
っ
せ
い
に

研
究
開
発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
の

多
く
は
特
許
権
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
集
積
さ
れ
企
業

の
資
産
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
２
は
上
位

一
〇
〇
社
の
業
種
別
特
許
出
願
件
数
を
示
し
て
い
ま

す
が
、
電
気
分
野
の
企
業
か
ら
の
出
願
が
い
か
に
多

い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

特
許
戦
略
と
し
て
は
、
①
基
本
特
許
志
行
戦
略
、

り
め
ぐ
ら
し
戦
略
、
③
特
許
買
い
取
り

戦
略
、
④
特
許
販
売
戦
略
、
⑤
ク
ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス

戦
略
、
⑥
文
献
公
開
戦
略
、
⑦
特
許
と
規
格
の
組
合

せ
戦
略
…
…
等
々
、
多
く
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

自
社
に
適
合
し
た
特
許
戦
略
は
ど
れ
か
を
見
極
め
て

対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

技
術
革
新
の
時
代
で
は
、
発
明
を
し
た
か
ら
特
許

を
と
る
と
い
う
単
純
な
発
想
で
は
な
く
、
企
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
発
明
を
い
か
に
し
て
生
み
出
し
、
そ

れ
を
ど
う
ガ
ー
ド
す
る
か
と
い
う
発
想
こ
そ
が
重
要

と
な
る
の
で
す
。　
一
つ
の
新
製
品
が
企
業
の
戦
略
商

品
に
な
り
得
る
た
め
に
は
、
基
本
技
術
の
外
に
、
多

様
な
周
辺
技
術
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
把
握
を
明
確
に
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

し
か
し
、
特
許
権
を
持
つ
こ
と
が
か
え
っ
て
他
社

の
追
従
や
模
倣
を
誘
引
す

る
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ

る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し

て
秘
匿
す
る
こ
と
も
技
術

を
ガ
ー
ド
す
る
重
要
な
手

段
な
の
で
す
。
コ
カ
コ
ー

ラ

（商
標
）
の
原
液
が
、

あ
え
て
特
許
権
を
と
ら
ず

に
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
秘
匿

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

セ
そ

ラヽ

ク
ス
の
例
で

い
え
ば
、
素
材

・
素
成
を

基
本
技
術
と
し
、
そ
の
用
途
、
製
造
装
置
な
ど
を
周

辺
技
術
と
し
て
と
ら
え
て
権
利
化
す
る

一
方
、
模
倣

を
招
き
や
す
く
、
真
似
さ
れ
て
も
摘
発
が
困
難
な
製

造
方
法
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
特
許
出
願
せ
ず
ノ
ウ

ハ
ウ
と
す
る
戦
略
も
時
に
は
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

参
考
文
献

青
山
絋

一
編
著

「
ハ
イ
テ
ク
時
代
の
知
的
戦
略
」
（工
業
調
査
会
）

官公庁 11% その他 11%

(1982年 出願件数 )

備考 )外国企業は含 まない。

外国企業 (3社 )を 入れた場合 で も,上記

割合にはほ とん ど変化 はない。

出典 :図 3 3と 同 じ

図2 上位 100社 の業種別特許出願件数割合

一 Ⅲ ―

蜘送 65% 電 気 562%

ω
０
０
Ｑ
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企業戦略と特許

| 田
日

●h UTPUT
成果

DGEN
知識

情
報
を
う
丸

一
、
新
時
代
の
技
術
開
発
戦
略

卵
年
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
飛
躍

の
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
内

外
の
諸
情
勢
を
考
え
る
と
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
た
め
、

好
転
の
材
料
を
見
つ
け
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
に
と
っ
て
も
、
限
ら
れ
た
パ
イ
の
中
で
の
競

争
が

一
段
と
激
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
環
境
下
で
可
能
性
と
夢
を
新
し
い
技
術
開
発
に

か
け
る
か
、
安
全
第

一
で
い
く
か
、
ま
さ
に
重
大
な

岐
路
に
立

っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
新
材
料
、

バ
イ
オ
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
光
通
信
な
ど
、　
一

夜
に
し
て
産
業
地
図
を
塗
り
変
え
る
技
術
が
輩
出
し

て
お
り
、
座
し
て
は
、
明
日
の
市
場
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
け
っ
し
て
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
、
研
究
開
発
を
強
化
せ
ざ
る
を
得
な

い
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の

高
度
情
報
化
時
代
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
光
フ

ァ
イ
バ
ー
は
、
そ
の
大
量
情
報
を
搬
送
、
伝
達
す
る

キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

一
つ
と
い
え
ま
す
が
、
図
１

に
示
す
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
に
お
い
て
は
十
二
兆
円

市
場
を
形
成
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
く
か

ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
将
来
性
に
は
多
く
の
企
業
が
目

を
付
け
、
研
究
開
発
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
が

て
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
企
業
が
縮
小
な
い
し
は
中
断
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
苦
し
い
状
況
の
中
で
研
究
を
続
行
し
た

一

部
の
企
業
の
み
が
今
日
の
市
場
の
中
で
の
優
位
性
を

保

っ
て
い
る
の
で
す
。

企
業
を
永
続
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
研
究
開

発
は
必
要
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。
ど
ん
な
に
売
上
げ

不
振
で
も
、
明
日
の
製
品
の

「種
」
を
見
つ
け
る
研

究
開
発
は
休
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
市
場

で
活
況
を
呈
し
て
い
る
製
品
で
も
永
久
に
売
れ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
新
し
い
製
品
が
ど
ん
／
へ
参
入
し

て
き
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
は
技

術
革
新
に
よ
っ
て
短
か
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
成
熟
し
た
商
品
や
技
術
分
野
で
も
同
様

の
こ
と
な
の
で
す
。
ガ
リ
版
用
イ
ン
キ
製
造
メ
ー
カ

ー
が
出
し
た
光
学
式
印
刷
機

「プ
リ
ン
ト
ゴ
ッ
コ
」

の
爆
発
的
な
人
気
も
多
く
の
地
道
な
研
究
の
成
果
が

表
わ
れ
た
も
の
で
す
。
機
械
式
ミ
シ
ン
か
ら
マ
イ
コ

ン
を
組
み
込
ん
だ
ミ
シ
ン
ヘ
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
か

ら
ワ
ー
プ
ロ
ヘ
、
機
械
式
カ
リ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
か
ら

電
卓

へ
と
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
企
業
の
栄
枯
盛
衰

が
あ
り
、
研
究
開
発
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
、

生
き
た
教
材
と
し
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

市
場
に
新
技
術

・
新
商
品
が
あ
ふ
れ
て
か
ら
で
は

も
は
や
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
技
術
開
発
は
一
朝

一
タ

に
確
立
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
に

は
企
業
経
営
者
の
的
確
な
先
見
性
と
開
発
へ
の
意
欲
、

そ
し
て
な
に
よ
り
機
敏
な
る
決
断
が
、
将
来
の
企
業

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
、
中
堅

。
中
小
企
業
の
技
術
開
発

ハ
イ
テ
ク
の
進
展
は
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、
中

堅

。
中
小
企
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク
は
遺
伝
子
組
換
え
や
大
型
コ
ン

ピ
ュ
タ
ー
の
技
術
開
発
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模

な
も
の
の
外
、
中
堅

。
中
小
企
業
が
従
来
か
ら
持
っ

( )内 は構成比

一 X―

(光産業技術無興協会調べ )

日刊工業新聞 '84 10 20

(10億円
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図 1 光産業の規模 と推移



Ｎ
ピ

「
ｄ

Ｄ

ＢS ユ  ここあ

真心 I

NDUSTRY
勤勉 ΠttY

TY

;

未
来
を
見
つ
め
た
人
材
の
育
成

六
十
二
年
度
は
過
去
実
施
し
た
１４
コ
‐
ス
の
反
省

の
上
に
立
っ
て
、
長
所
は
伸
ば
し
短
所
は
削
除
す
る

と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
ま
た
、
進
展
を
続
け
る
新

し
い
技
術
情
報
を
で
き
る
限
り
実
践
技
術
の
中
に
取

り
入
れ
る
と
い
う
方
向
で
計
画
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
数
は
全
部
で
１２
コ
‐
ス
．あ
り
、
こ
の
中
に

は
新
規
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
１９
期
、

２６

期
の

「電
気
通
信
技
術
コ
ー
ス
」
は
、
電
気
通
信
事

の
自
由
化
に
伴

っ
て
急
成
長
す
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

―
ク
ヘ
の
対
応
技
術
で
あ
り
、
第
２０
期

「材
料
表
面

処
理
技
術
コ
ー
ス
」
は
、
材
料
や
製
品
の
高
付
加
価

値
化
を
目
指
す
内
容
で
す
。
さ
ら
に
、
第
２３
期
の
「機

械
加
工
技
術
コ
ー
ス
」
に
よ
り
、
高
度
化
し
た
材
料

に
対
す
る
加
工
面
の
対
応
策
を
模
索
し
、第

１６
期
「最

近
の
セ
ン
サ
技
術
コ
ー
ス
」
で
は
、
情
報
収
集
の
検

出
機
構
と
し
て
注
目
を
浴
ぴ
て
い
る
セ
ン
サ
の
応
用

へ
の
挑
戦
…
…
等
、
新
し
い
コ
ー
ス
の
設
定
で

な
技
術
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

従
来
か
ら
の
継
続
コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
常
に
検

討
を
加
え
、
新
規
性

。
実
践
性
の
あ
る
内
容
に
改
編

し
て
い
き
ま
す
。
第
２．
、

２２
期
の

「
メ
カ
ト
ロ
エ
ク

ス
コ
ー
ス
」
は
、
そ
の
最

も
た
る
も
の
で
、
企
業
側

の
要
望
を
大
き
く
取
り
入

れ
た
も
の
で
す
。
す
な
わ

ち
、
過
去
三
年
間
の

一
〇

〇
時
間
以
上
に
亘
っ
た
長

期
継
続
を
思
い
切

っ
て
分

割
し
、
受
講
し
易
い
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。

技
術
研
修
を
通
じ
て
新

し
い
情
報
収
集
や
技
術
の

習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
た
内
容
と
す
る
こ

と
で
、
必
ず
成
果
が
期
待

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

62年度 技 術 研 修 計 画

62年

月
20 28

金属材料の熱処理技術 に禁義と豊疑身訪I獄憲察(ヒ 色留尋き客縣 Й存鶏4と檀ど留Йぢ魏魏 茫畠専警写τP
知識を習得させ、材料に対する意識改革をねらう。

6  月 20 18
最 近 の セ ン サ 技 術 究警T電プ写あ逸義と羞巣種

'渇

憂疑鳥号茄焉努鍵撃と亀?そ発嘉誇綴術宮警程怒患をす

6～ 7月 20 35
プラスチック成形加工技術 を万尾令蕊Й4第囲≧墓寮髯摯壼警宅築誹与狙幾術τ葺卍電驀誉こぢ3ど越瞥監七年残

6 月 11 36
技術管理者のパ ソコン 市般ウ霧て房揺踏蟹i乗空0号亥層写奮塀宮タクてレグ掻暑と客ゼ冠ど宅r凝鳥響謹警道

にパ ソ コン技術 の基礎 を習得 させ る。

7  月 20
電 気 通 信 技 術 通信技術の重要性・緊急性 を加味 し、第16期 と同様の研修 を再度実施する。

8～ 9月 15 26
材 料 表 面 処 理 技 術

今後、
ること1よ

らの知識

精密部品や特殊な部分に用いられる材料は、表面処理技術 とは切 り離 しては考え

できず、それ らの技術に対 しての認識を深め させ 、理論的な観点 と実践的な面か

を習得 させ る。

12 489～ 10月メカトロエクスー I

20 66
～12月

20

I翌上≠ケ環蚕笹全房F正う争f華丘傘熙権:〒冴夢靖]芽賃な3ぁ講義を通してメカ
トロエ クス要素技術の習得 を目指す。

・
~~=嶺

暑を篭税写歩と丁卍丁冒芽ち了E雪ラ貫美奮房覇綺凝品を蕃疼ζこと言
とし

メカトロニクスー■

11

～12月
20

て
し
、

き
介

て
紹

げ
を

送
法

を
エ

歩
加

進
な

の
効

足
有

長
て

に
し

様
対

同
に

も
料

法
材

方
る

る
れ

す
わ

工
い

加
と

。

を
材
る

ら
合
す

れ
複
及

そ
　

言ヽ
材ヽ
も

が
素
て

い
新

い

し

ヽ
つ

蓄
材
に

は
削
術

展
難
枝

進

エヽ

物
硝
駒

材
こ
切

の
こ
非

近

。て

最
る
せ

い
併

機 械 加 工 技 術

28
63年

月
20え方と:塙瑾需異宿畠警丹泳蛹獣B3全7済を学莉驚髪蒲と磐R藍歌曽簿書慈?茸

本中考
ブラスチ ッタ応用技術

182 月 20食留集絣岳垂裟濡0多拳身レ挙「窮含蒜宿秀嘗よ種掃ど錘纂と異譲尻岳蓄家管薯凝解と藉
びつける。

食 品 技 術

3  月 20 22す習死∴『宅稽霜冴騒吉亀濯嘉後掃防曇縫骨多アチテ々変荻鳥巽写参と違累τF
信機器の知識を習得 させ る。

に対処
各種通電 気 通 信 技 術
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１

一
、
実
践
技
術
の
習
得
を

目
指
し
て

振
興
協
会
が
技
術
研
修

を
開
始
し
て
か
ら
、
今
年

の
二
月
で

一
九
カ
月
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な

技
術
の
分
野
で
１４
コ
‐
ス

の
研
修
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
内
容
と
し

て
配
慮
し
目
指
し
た
も
の

は
、
「基

礎

理

論

の
充

実
」
、
「応
用

・
利
用
技
術

へ
の
展
開
」
、
「相
互
技
術

の
横
断
的
結
び

つ
き
」
、

「未
来
技
術

へ
の
展
望
」

等
を
包
括
し
て
、
企
業
の

実
践
技
術
に
対
応
で
き
る

ょ
う
な
技
術
者
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
に
実
施
し
た
９
コ
ー
ス
の
研
修
は
、
短
期

の
も
の
で
五
日
間

（
一
九
時
間
）
長
期
の
も
の
で
は

三
二
日
間

（
一
一
五
時
間
）
に
も
及
ぶ
コ
ー
ス
も
あ

り
、
自
ず
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
や
展
開
の
仕
方

が
変

っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
前
述
し

た
目
的
に
添

っ
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
概
ね
受
講

さ
れ
た
方
か
ら
は
好
評
を
得
ま
し
た
。

第
１０
期
ま
で
の
研
修
総
括
は
前
号
の
本
紙
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
後
の
研
修
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
好
評
を
受
け
た
下
半
期
の
研
修

第
■
期
は
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
技
術
コ
ー
ス
」

で
、
昨
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
に

な
り
ま
し
た
。
七
割
の
方
が
湖
南
地
域
か
ら
の
参
加

で
し
た
が
、
中
に
は
遠
方

（湖
北
地
域
）
か
ら
勉
強

に
通
わ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。
修
了
率
は
良
く
、

９５
％
の
方
が
修
了
証
の
授
与
を
受
け
、
難
度
の
高
い

こ
の
種
の
研
修
に
し
て
は
嬉
し
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。第

１２
期
は

「金
属
系
材
料
利
用
技
術
コ
ー
ス
」
で

し
た
が
、
こ
の
コ
ー
ス
は
先
に
実
施
済
み
の

「熱
処

理
技
術
コ
ー
ス
」
の
上
位
に
位
置
付
け
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。
主
に
金
属
系
新
素
材
の
理
論
的
考
察
と
利

用
技
術
の
展
開
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
未
来
の
実

践
技
術
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

第
１３
期
は

「プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
材
料
利

用
技
術
コ
ー

ス
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
れ
は

「成

形
加
エ
コ
ー

ス
」
と
は
、

別
の
観
点
か

ら
眺
め
た
も

の
で
、
製
品

企
画
、
材
料
、
成
形
法
、
製
品
設
計
、
検
査
等
、
幅

広
い
知
識
の
吸
収
と
応
用
展
開
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
考
え
方
に
共
感
を
示
さ
れ
た
方
も
か
な
り
お
ら

れ
ま
し
た
。

第
１４
期
は
、
今
年
二
月
に
実
施
し
た
も
の
で

「食

品
技
術
コ
ー
ス
」
で
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、
県
下

の
食
品
業
界
の
現
状
と
新
し
い
技
術
の
接
点
を
模
索

し
た
も
の
で
、
不
可
欠
な
保
存
技
術
、
酵
素
利
用
技

術
に
加
え
、
新
食
品
素
材
開
発
技
術
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
要
素
を
組
入
れ
た
結
果
、

異
分
野
の
業
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
の
が
特
徴
的
で

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
六
十

一
年
度
も
多
様
な
展
開
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

作
成
、
講
師
の
選
定
等
に
つ
い
て
は
《
技
術
研
修
専

門
部
会
∨
に
よ
り
検
討
を
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
専
門
部
会
は
広
く
企
業
サ

イ
ド
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
目
的
で
、
現
在

「
工
業

材
料
部
門
」
、
「電
子

・
機
械
部
門
」
、
「食
品
部
門
」

の
二
部
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
度
の
終
了

に
あ
た
り
専
門
部
会
の
委
員
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

人
的
交
流
を
重
視
ｔ
た
技
術
研
修
／
こ
こ
に
集
わ

れ
た
方
は
記
念
植
樹
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
苗
木
が
成
長
し
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

庭
に
桜
の
花
が
咲
く
の
も
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

多/様/な渉芋脚/を海ぎ索
，

／

１

61年度 技術研修終わる/

真剣に取り組む研修生伊 カトロニクスコースより)
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精緻
◎
第
十

一
回

（６２

・
２

●
１９
）

″画
像
処
理
二
題
″

ω
画
像
処
理
技
術
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部

教
授

（工
博
）

井
口
征
二
氏

②
画
像
処
理
技
術
の
製
品
開
発
へ
の
応
用
に
つ
い
て

株
式
会
社

エ
ー

・
デ
イ
ー

・
エ
ス

代
表
取
締
役
　
　
馬
場
幸
二
郎
氏

人
間
の
五
感
の
う
ち
、
情
報
収
集
力
の
大
き
な
も

の
は
視
覚
機
能
と
い
え
ま
す
。
高
度
化
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ

技
術
を
駆
使
し
た
画
像
処
理
の
技
術
は
多
く
の
可
能

性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
本
セ
ミ
デ
ー
は
、
こ
の
技
術

が
現
在
、
情
報
伝
達
機
能
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置

付
け
に
あ
る
の
か
？
そ
し
て
今
後
の
開
発
指
向
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
？
と
い
っ
た
点
に
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
技
術
を
応
用
し
た
商
品
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を

見
せ
て
い
く
か
を
、
現
時
点
で
の
事
例
も
示
し
な
が

ら
予
測
し
た
興
味
深
い
セ
ミ
ナ
ー
と
な

，
ま
し
た
。

（参
加
者
数
　
一ハ
十
三
名
）

○
第
十
二
回

（６２

・
３

●
２０
予
定
）

″産
業
用
デ
ザ
イ
ン
ニ
題
″

ω
産
業
デ
ザ
イ
ン
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

京
都
市
工
芸
繊
維
大
学

教
授
　
　
　
　
　
山
内
陸
平
氏

②
企
業
戦
略
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

仰
大
丸
本
社
デ
ザ
イ
ン
室

参
事
　
　
　
　
　
板
東
　
勲
氏

最
近
の
デ
ザ
イ
ン
界
は
、
企
業
そ
の
も
の
の
イ
メ

ー
ジ
の
確
立
と
、
商
品
の
高
付
加
価
値
化
に
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
戦
略
性
を
帯
び
て
き
て
お
り
、
従
来
の
単

な
る
商
業
デ
ザ
イ
ン
の
域
を
超
え
た
ビ
ジ

ュ
ア
ル
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
中
心
的
な
役
割
り
を

果
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

時
代
と
共
に
推
移
す
る
産
業
用
デ
ザ
イ
ン
の
動
向

に
つ
い
て
、
事
例
を
示
し
な
が
ら
詳
し
く
解
説
す
る

本
年
度
最
終
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

毎
回
行

っ
て
い
る
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
と
は
別
に
、

昨
年
秋
に
セ
ン
タ
ー
開
設

一
周
年
記
念
の
特
別
企
画

を
実
施
し
ま
し
た
。
第

一
部
と
し
て
は
、　
一
般
の
方

に
広
く
科
学
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
内
容
と
し
、
第
二
部
に
は
専
門
の
技
術
者

の
方
を
対
象
と
し
た
高
度
な
内
容
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。
両
日
で
五
〇
〇
余
名
と
い
う
多
数
の
方
々
を
お

迎
え
で
き
、
講
演
会
場
で
は
熱
気
あ
ふ
れ
る
質
疑
が

続
き
ま
し
た
。

な
お
、
科
学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
の
内
容
に
つ
い
て

は
本
書
で
別
掲
し
て
い
ま
す
の
で
御
参
照
下
さ
い
。

二
、
来
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
計
画

六
十
二
年
度
は
、
さ
ら
に
新
し
い
情
報
を
求
め
て

年
間
で
八
回
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
今
後
逐
次
煮
つ
め
て
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
所
存
で
す
の
で
御
期
待
下
さ
い
。

☆
特
別
企
画

「科
学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
」

第

一
部

″講
演
と
機
器
展
示
″

工
業
技
術
セ
ン
タ
１
　
６．

第
二
部

″
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
″

ホ
テ
ル
レ
ー
ク
ビ
ワ
　
６．

62年度開催計画

・０

・

・９

１０

．

２５

― Ⅶ ―

62年

6月

電気通信技術の現状とシステムのあり方

●電気通信事業法と通信システムとの関連
●拡大する通信ネットワークシステムの現状と展望

7月

先端加工技術の新素材へのアプローチ

●エネルギービーム加工の役割と課題

●幻 ヤモンドを利用した精密加工の現状と課題

8月

尿近の工業材料の動向 と今後の展望

― 湖東地域開催 ―
●機能性からみた材料開発の方向性
●複合材料の効果的利用と経済性

9月

技術開発の問題点とあるべ き姿

●効果的な研究開発 とその評価

●新製品開発 と意志決定

12月

光工%外ロツ スの融合による先端技術と

その応用
。これからの光エレクトロエクスの応用とその可能性
●機能性光ファイバの現状と展望

63年

1月

企業戦略 と技術情報 の活用

●開発型企業の戦略と情報 (事例)

●技術情報収集のためのネットワークシステム

2月

メカトロニクスを支える要素技術の動向

と課題     ― 湖北地域開催 一
●メカトロニクスのシステム的アプローチ
●メカトロニクスを支える要素技術とその応用例

3月

バイオテクノロジー(そ の応用と展望 )

●微生物酵素の開発と応用

●バイオリアクターの現状と展望
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た
も
の
で
す
。

（参
加
者
数
　
八
十
四
名
）

○
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（６．

．
７

●
・７
）

″
パ
ト
リ
ス
説
粥
会
″

①
日
本
発
明
協
会

最
近
の
め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
の
中
に
あ
っ
て
、

特
許
情
報
が
持
つ
権
利
情
報

・
技
術
情
報

。
経
営
情

報
の
重
要
性
の
認
識
と
、
そ
れ
ら
を
迅
速
に
入
手
す

る
た
め
に
パ
ト
リ
ス

（特
許
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
）
を
ど
う
利
用
す
る
か
を
実
演
を
交
え
て
分
り

や
す
い
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
①

発
明
協
会
滋
賀
県
支
部
主
催
の
後
援
と
し
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

（参
加
者
数
　
八
十
二
名
）

◎
第
八
回

（６．

．
８

ａ
２０
）

″
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
″

―
―
工
業
的
利
用
と
そ
の
可
能
性
―
―

ω
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
現
状
と
動
向
に
つ
い
て

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

助
教
授

（理
博
）
　

南
浦
能
至
氏

②
酵
素
機
能
の
工
業
的
利
用
に
つ
い
て

林
原
株
式
会
社
技
術
部

・
常
務
取
締
役

林
原
生
物
化
学
研
究
所

（工
博
）

辻
阪
好
夫
氏

未
知
の
可
能
性
を
秘
め
た
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
理
論
、
問
題
点
お
よ
び
成
果
の
上
に
立

っ
た
現
状

認
識
と
未
来
展
望
が
詳
述
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
生
体
中
の
酵
素
を
工
業
界
に
利

用
す
る
た
め
の
解
決
す
べ
き
問
題
点
等
に
つ
い
て
示

唆
に
富
む
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（参
加
者
数
　
五
十
二
名
）

○
第
九
回

（６．

．
１．

．
２６
）

″
オ
プ
ト

・
エ
レ
ク
ト
ロ
エ
ク
ス
″

―
―
光
学
と
電
子
工
学
と
の
結
合
―
―

①
オ
プ
ト

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
現
状
と
今
後

の
動
向

京
都
大
学
工
学
部

教
授

（工
博
）
　

佐
々
木
昭
夫
氏

②
オ
プ
ト

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
製
品
開
続

ヘ

の
応
用

島
津
理
化
機
械
株
式
会
社

生
産
部
理
化
機
器
課

主
任
　
　
　
　
　
赤
生

一
博
氏

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
実
用
化
が
進
み
、
計
測
、
加

工
、
医
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
光
通
信
、
光
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
な
ど
で
も
脚
光
を
浴
ぴ
て
い
る
オ
プ
ト

・
エ
レ

ク
ト
ロ
エ
ク
ス
の
急
速
な
展
開
に
つ
い
て
、
理
論
に

実
践
応
用
を
加
え
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
先
端
技
術
の
開
発
の
方
向
性

と
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
処
し
方
も
併
せ
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（参
加
者
数
　
七
十
名
）

○
第
十
回

（６２

・
１

・
２．
）

″技
術
開
発

へ
の
提
言
二
題
″

①
技
術
開
発
の
あ
り
方
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
も

っ
て株

式
会
社

エ
ナ
ジ
ー

代
表
取
締
役
　
　
中
村
恵
宥
氏

②
技
術
開
発
の
あ
り
方
は
、
シ
ス
テ
ム
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
　
　
・

旭
化
成
工
業
株
式
会
社

あ
い
ば
の
工
場
長
　
野
村
順

一
氏

技
術
開
発
に
つ
い
て
理
論
的
な
裏
付
け
と
豊
富
な

体
験
を
も
っ
て
い
る
講
師
を
招
き
、
「技
術
開
発
の
プ

ロ
」
と
し
て
企
業
が
直
面
す
る
問
題
点
の
克
服
と
、

新
し
い
展
開

へ
向
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
さ
ぐ
り
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
共
通

し
た
課
題
の
た
め
、
参
加
さ
れ
た
方
々
も
多
分
野
に

わ
た
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
考
に
で

き
る
有
益
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

（参
加
者
数

一
三

一
名
）

毎回盛況の科学技術セミナー

― Ⅵ ―
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ここアメ心よ真
程
、
詳
細
な
事
項
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
頼
る
以
外

方
法
は
な
い
が
、
方
針
と
し
て
新
し
い
技
術
を
在
来

技
術
と
結
合
さ
せ
、
商
品
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
技
術
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
為
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
未
来
の
新

変
革
の
著
し
い
科
学
技
術
の
進
展
／
　
こ
の
技
術

情
報
は
今
や
巷
に
満
ち
途
れ
、　
一
体
ど
れ
が
自
分
の

企
業
に
有
益
な
情
報
で
あ
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
も

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

情
報
過
多
の
時
代
に
、
い
か
に
有
効
情
報
を
抽
出

す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
な

仕
事
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
協
会
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る

「科
学
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
も
毎
回
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

基
本
と
な
る
も
の
は
、
前
述
し
た
有
効
情
報
を
是
非

と
も
企
業
の
み
な
さ
ま
に
提
供
し
た
い
と
い
う
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
五
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
総
数
で
五
九
八
名
と
い
う
多
く
の
方
々
の
参
加

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
八
回

（う

ち
、
共
催
二
、
後
援

一
）
の
開
催
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、

六
〇
〇
名
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
、
協
会
の
セ
ミ

ナ
ー
が
県
内
に
お
け
る
技
術
情
報
の
提
供
源
と
し
て

の

「核
」
を
生
成
し
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

技
術
の
展
開
の
可
能
性
を
他
に
任
せ
な
い
で
、
自
ら

信
じ
て
実
行
す
る
の
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
で
あ

る
。
そ
し
て
、
自
ら
信
じ
る
こ
と
が
出
来
る
源
泉
は

そ
の
人
の
情
報
力
に
よ
る
。
　
　

　

　

　

（山
村
）

度
、
破
壊
じ
ん
性
、
耐
熱
性
、
耐
衝
撃
性
、
硬
さ
、

弾
性
率
、
耐
摩
性
等
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
現
状
と
将
来
的
な
用
途
開
発
、

さ
ら
に
は
成
形
技
術
に
踏
み
込
ん
だ
話
は
こ
れ
か
ら

の
技
術
開
発
に
対
し
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
ま
し
た
。

（参
加
者
数
　
七
十
二
名
）

○
第
七
回

（６．

．
６

●
６
）
　

　

　

＾

″技
術
開
発
と
情
報
活
用
″

①

α
１
７
０
０
０
の
開
発
に
お
け
る
情
報
戦
略

に

つ
い
て

ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ
株
式
会
社

常
務
取
締
役
　
研
究
開
発
本
部
長

吉
山

一
郎
氏

②
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
の
目
的
と
情
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
―
―
端
末
機
の
実
演
を
介
し
て
―
―

働
日
本
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
　
大
阪
副
本
部

技
術
開
発
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
多
く
の
要
因

が
介
在
し
ま
す
が
、
中
で
も
技
術
の
集
積
と
市
場
に

送
り
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
大
き
な
要
素
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た

一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ

α
１
７
０
０
０
の
開
発
手
順
や
情
報
解
析
の

方
法
等
を
身
近
な
話
と
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
、
開

発
の
難
し
さ
、
や
り
が
い
と
い
っ
た
こ
と
が
直
に
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
端
末
機
実
演
に
よ
っ
て
、
必
要
な
情
報

が
即
座
に
引
き
出
せ
る
シ
ス
テ
ム
紹
介
も
併
せ
て
実

施
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
⑩
滋
賀
工

業
会
、
働
日
本
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
と
の
共
催
で
開
催
ｔ

‖
ハ

‖

一
、
六
十

一
年
度
の
実
績

以
下
、
本
年
度
開
催
予
定
分
も
含
め
、
そ
の
概
略

を
紹
介
し
ま
す
（な
お
、
開
催
回
数
は
通
算
制
の
た
め

昭
和
六
十

一
年
度
は
第
六
回
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
）

○
第
六
回

（６．

．
５

ｏ
ｌ７
）

①
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
産
業
の
現
状
と
将

来
に
つ
い
て

働
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

部
長
　
　
　
　
　
岡
田
芳
之
氏

②
フ
ア
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
成
形
技
術
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
（射
出
成
形
を
中
心
と
し
て
）

京
都
市
工
業
試
験
場

研
究
主
幹

（工
博
）
斎
藤
勝
義
氏

六
十

一
年
度
ト
ッ
プ
は
新
素
材
の
う
ち

「
フ
ァ
イ

ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
」
に
焦
点
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
技
術
開
発
を
支
え
る
材
料
と
し
て
、
強

―
の
開
催

V
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部
長
‥

「
こ
れ
は
今
回
Ｃ
社
の
モ
ー
タ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
で
軽
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
」

課
長
‥
「
そ
れ
も
あ
り
ま
す
が
軽
量
化
分
の
％
約

一
・

五
監
は
樹
脂
部
で
軽
く
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
樹
脂
の
肉
厚
を
三
〇
％
薄
く
し
て
Ｘ

皿
に

ま
で
す
る
予
定
で
す
。
薄
形
化
の
た
め
に
構

造
も
在
来
品
と
は
大
巾
に
変
え
完
全
な
モ
ノ

コ
ッ
ク
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ブ
の
立
て

方
も
工
夫
を
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
し

た
。

」

部
長
‥

「
Ｘ

皿
？
そ
れ
で
は
ま
だ
厚
す
ぎ
る
と
思
う

が
、
自
動
車
部
品
の
樹
脂
成
形
品
の
平
均
肉

厚
は
Ｙ

皿
位
だ
と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
と
比

較
す
る
と
ま
だ
ま
だ
薄
く
出
来
る
可
能
性
が

あ
る
。
僕
の
見
込
で
は
君
が
予
定
し
て
い
る

厚
さ
よ
り
二
〇
十
三
〇
％
更
に
薄
く
出
来
る

と
思
う
。

」

右
記
の
部
長
と
課
長
の
会
話
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

課
長
の
軽
量
化
に
対
す
る
視
点
は
従
来
の
機
種
と
の

比
較
で
あ
り
、
も
う
少
し
視
野
を
拡
大
し
た
と
し
て

も
せ
い
ぜ
い
同
業
他
社
の
範
囲
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

部
長
の
視
点
は
産
業
界
で
最
も
軽
量
化
が
進
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
水
準
と
の
比
較

で
あ
る
。
課
長
が
従
来
の
も
の
よ
り
も
三
〇
％
も
薄

く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

る
程
の

一
大
決
心
を
し
た
積
も
り
で
居
る
が
、
部
長

か
ら
見
る
と
課
長
が
立
っ
て
い
る
清
水
の
舞
台
は
実

は
映
画
村
で
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
模
型
で
あ
り
、
小
学

生
は
無
理
と
し
て
も
中
学
生
位
で
あ
れ
ば
飛
び
降
り

る
こ
と
が
出
来
る
高
さ
で
あ
る
。
三
〇
％
も
薄
く
し

た
と
思
う
課
長
と
、
更
に
三
〇
％
は
薄
く
出
来
る
―

―
す
な
わ
ち
従
来
の
も
の
と
較
べ
て
五
〇
％
は
薄
く

出
来
る
―
―
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
す
る
部
長
と
の

差
は
情
報
力
の
差
で
あ
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
動

向
を
熟
知
し
て
い
た
部
長
は

一
見
無
理
と
思
わ
れ
る

数
値
を
平
気
で
口
に
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

ト
ラ
イ
す
れ
ば
登
頂
成
功
の
可
能
性
が
あ
る
山
で
あ

る
と
踏
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

設
計
開
発
の
業
務
は
常
に

″新
し
さ
″
を
求
め
て

い
る
。
こ
の
新
し
さ
を
従
来
の
延
長
線
上
に
求
め
る

の
か
、
そ
れ
と
も
延
長
線
を
逸
脱
し
た
領
域
に
求
め

る
か
に
よ
っ
て
新
し
さ
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
が
ち
が
っ

て
く
る
。
前
者
を
実
現
す
る
の
は
容
易
と
は
言
わ
な

い
ま
で
も
そ
れ
程
難
し
い
こ
と
は
な
く
、
他
社
も
同

程
度
で
臨
ん
で
く
る
に
違
い
な
い
。
後
者
に
属
す
る

新
し
さ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応
な
技
術

的
な
問
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
難
関
を

突
破
す
る
こ
と
が
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
か
無
い
か

の
判
断
を
す
る
の
は
技
術
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事

で
あ
る
。
他
の
業
界
で
す
で
に
実
用
化
し
て
い
る
こ

と
を
知

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
自
分
達
の
属
す
る
業
界

で
は
未
だ
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
も
可
能
性

あ
り
と
の
判
断
が
出
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
技
術

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
部
長
や
課
長
は
常
に
視
野

を
広
く
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
製
品
は

そ
の
製
品
が
今
ま
で
生
長
し
て
来
た
技
術
分
野
、
例

え
ば
冷
凍
、
空
調
、
工
作
機
械
等
に
新
し
い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
か
電
子
等
の
技
術
分
野
を
結
合
さ
せ
融

合
さ
せ
て
、
如
何
に
グ
レ
ー
ド
ア
ツ
プ
さ
せ
る
か
に

よ
っ
て
、
優
劣
が
決
ま
る
も
の
と
い
え
る
。
最
近
の

技
術
を
旧
来
の
技
術
に
結
合
さ
せ
て
こ
そ
技
術
革
新

に
生
き
残
り
勝
ち
抜
く
道
で
あ
る
。
そ
う
言
う
意
味

か
ら
も
、
最
近
の
技
術
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
が
何
処
に

あ
る
の
か
を
知
る
た
め
の
日
常
の
情
報
活
動
が
必
要

で
あ
る
。
自
分
の
専
門
分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
博

学
で
あ
り
雑
学
家
で
あ
る
こ
と
が
大
局
を
見
る
目
を

養
う
の
で
あ
る
。

商
品
設
計
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
多
く
の
技
術
分
野

を
在
来
の
技
術
に
結
合
さ
せ
る
か
が
、
そ
の
設
計
の

良
否
を
決
定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
次
々
と
生
ま
れ
て
く
る
新
技
術
を
在
来
技

術
に
加
え
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
の
判
断
が
要
求

さ
れ
る
。
自
分
の
専
門
分
野
で
な
い
か
ら
其
処
は
専

門
家
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
は
適
当
で
な
い
。
な
る

一 Ⅳ ―

せん抜さがなくても

ウーム…
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近
頃
の
商
品
は
多
様
化

に
伴

っ
て
、
従
来
そ
の
商

品
分
野
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
色
々
な
専
門
技
術

が
活
用
さ
れ
て

一
つ
の
商

品
を
形
成
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
設
計
の
分
野
で
も
、
今

ま
で
は
余
り
関
係
が
な
い

と
思
っ
て
い
た
分
野
の
技

術
が
否
応
な
し
に
身
近
に

侵
入
し
て
、
設
計
者
が
そ

の
対
応
に
苦
心
し
て
い
る

が
現
状
で
あ
る
。

従
来
は
あ
る
技
術
範
囲

の
設
計
技
術
者
が
日
常
の

設
計
活
動
に
お
い
て
知

っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

技
術
知
識
は
比
較
的
限
ら
れ
た
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。

何
々
工
学

ハ
ン
ド
ブ
ツ
ク
と
名
づ
け
ら
れ
た
技
術
書

に
集
大
成
さ
れ
て
い
る
技
術
範
囲
の
こ
と
を
熟
知
し

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
自
然

と
経
験
が
長
い
先
輩
と
浅
い
後
輩
と
の
間
に
知
識
の

差
が
出
来
、
そ
の
知
識
の
差
が
先
輩
と
後
輩
の
従
属

関
係
を
生
み
先
輩
が
係
長
と
か
部
長
課
長
で
あ
り
後

輩
が
部
下
と
い
う
構
図
が
出
来
上
っ
て
い
る
。
ま
あ

い
え
ば
、
封
建
社
会
の
親
分
と
子
分
の
関
係
み
た
い

な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
の
初
め
頃
か
ら
急
発
展

し
だ
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

中
心
と
す
る
新
し
い
技
術
の
波
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
の
中
に
お
し
寄
せ
て
商
品
の
性
格
を
変
え
、
仕
事

の
や
り
方
に
大
き
な
変
化
を
あ
た
え
て
来
た
。
十
年

前
ま
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
実
際
に
日
常

の
設
計
業
務
の
中
に
入
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

あ
ま
り
勉
強
し
な
く
て
も
会
社
に
出
て
き
て
判
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
長
で
あ
る
先
輩
に
教
え
て
貰

え
ば
よ
い
と
い
う
環
境
か
ら
、
先
輩
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
物
事
が
判
ら
な
い
と
い
う
状
態
に
変
り
つ
つ

あ
る
。

ま
た
長
で
あ
る
先
輩
も
部
下
に
そ
の
豊
か
な
経
験

を
教
授
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
足
感
を
満
し
て
い
た

の
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
逆
に
新
し
い
技
術
に
つ

い
て
は
若
年
の
部
下
に
教
え
を
乞
わ
ね
ば
な
ら
な
く

な
る
よ
う
な
状
況
に
変

っ
て
来
つ
つ
あ
る
。
こ
の
道

十
年
と
か
二
十
年
と
か
い
え
ば
そ
の
人
の
堂
々
た
る

貫
禄
を
示
す
言
葉
で
あ
る
が
、
果
し
て
い
つ
ま
で
通

用
す
る
だ
ろ
う
か
、
反
対
に
こ
の
道
何
十
年
に
な
る

程
、
新
し
い
技
術
を
知
ら
な
い
こ
と
の
尺
度
と
し
て

評
価
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
封
建
時
代
の
親
方
的

意
識
で
は
部
下
は
使
え
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
技
術
者
に
と
っ
て
は
新
し

い
時
代
の
流
れ
を
自
ら
学
び
と
る
「自
己
研
修
時
代
」

で
あ
り
、
技
術
の
管
理
者
に
と
っ
て
は
自
分
の
知
ら

な
い
技
術
分
野
の
多
方
面
の
専
門
技
術
者
を
部
下
或

い
は
協
力
者
と
し
、
彼
等
の
持
つ
技
術
力
を
製
品
に

凝
集
さ
せ
る
方
法
を
考
え
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
時

代
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
革
新
時
代
の

″夜
明
け
前
″
―
―
い

や
夜
は
す
で
に
明
け
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
良
い
だ

ろ
う
―
―
の
時
代
の
設
計
技
術
者
、
特
に
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
ク
ラ
ス
の
技
術
者
は
如
何
な
る
要
件
を
備
え
ね

ば
な
ら
な
い
の
か
、

い
　
大
局
的
な
立
場
で
時
代
の
流
れ
を
知
る
。

②
　
巾
の
広
い
情
報
力
。

０
　
未
来
を
予
測
す
る
直
感
力
。

ω
　
専
門
技
術
力
よ
り
も
行
政
能
力
。

以
下
各
々
の
項
目
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る
。

①
　
大
局
を
知
る

部
長
‥

「今
度
設
計
す
る
Ａ
機
種
出
来
る
だ
け
小
形

軽
量
と
の
方
針
で
検
討
し
て
い
る
と
思
う
が

ど
れ
位
軽
く
な
っ
た
の
か
？
」

課
長
‥

「前
の
機
種
と
比
較
し
て
三
監
軽
く
な
っ
て

い
ま
す
。

」
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岡目八日

他人の目で見てもらうと

意外な問題ガ見えます/
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成果

DGEN
知識

御
存
知
の
よ
う
に
異
業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
は
、

年
々
そ
の
数
が
増
え
続
け
、
昨
年
十
月
現
在
で
は
全

国
で
九
八
〇
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
活

発
な
交
流
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
な
ぜ
、
異
業
種
交
流
が
盛
ん
な
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
、
現
在
の
よ
う
な
複
雑
な
経
済
情
勢
の

中
で
刻
々
と
変
わ
る
激
し
い
変
化
に
対
し
て
、
機
敏

に
対
処
し
な
け
れ
ば
企
業
と
し
て
の
サ
バ
イ
バ
ル
競

争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
時
代
が
到
来
し
た

か
ら
な
の
で
す
。

一
社
が
持

っ
て
い
る
技
術
や
経
営
資
源
で
は
、
多

様
化
か
つ
複
合
化
し
た
社
会
的

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
は
至
難
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
社
の
持

つ
技
術
、
異
分
野
の
経
営
資
源
を
多
角
的
に
組
合
わ

せ
て
い
く
戦
略
、
つ
ま
り
、
そ
れ
が
異
業
種
交
流
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
う
ま
く
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
他
社
の
技
術
を
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
自
社
の

技
術
も
相
手
に
与
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会
で
は
、
昭
和
六
十
年

度
か
ら
国
の
補
助
事
業
で
あ
る

「技
術
交
流
プ
ラ
ザ

開
催
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

月

一
回
の
会
合
を
原
則
と
し
、
企
業
紹
介
、
技
術

見
学
会
、
宿
泊
研
修
な
ど
に
よ
り
技
術
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
会
員
を
左

の
要
領
で
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
業
種
―
―
―
―
―
問
い
ま
せ
ん

二
、
募
集
人
員
―
―
―
三
〇
名

（募
集
人
員
に
達
し

次
第
締
切
り
ま
す
。
）

二
、
期
間
―
―
―
―
―
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
昭

和
六
十
二
年
二
月
ま
で
の

一

年
間

四
、
資
格
―
―
―
―
―
原
則
と
し
て
中
小
企
業
指
導

法
第
二
条
に
規
定
す
る
中
小

企
業
者

働

「中
小
企
業
者
」
の
定
義

●
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
…
…
資
本
金

一

千
万
円
以
下
ま
た
は
従
業
員
五
〇
人

以
下
。

●
卸
売
業
…
…
…
資
本
金
三
千
万
円
以

下
ま
た
は
従
業
員

一
〇
〇
人
以
下
。

●
製
造
業
、
そ
の
他
の
業
種
…
…
資
本

金

一
億
円
以
下
ま
た
は
従
業
員
三
〇

〇
人
以
下
。

五
、
条
件
―
―
ｌ
ｏ
網
割
制
削
例
刺
刊
詞
濶
引
コ
勾

表
で
き
る
方

ｏ
月

一
～
一
一列

劉

ａ

ｑ

割

矧

き
る
方

（代
理
出
席
は
原
則
と

し
て
認
め
ま
せ
ん
）

六
、
申
込
方
法
―
―

「申
込
書
」
と
明
記
し
、
次
の

項
目
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
下
さ
い
。

ω
参
加
者
名

・
役
職

②
企
業
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

０
所
在
地
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ω
資
本
金
、
従
業
員
数

０
業
種

０
主
要
製
品
名
ま
た
は
主
要
業
務
名

０
他
の
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
に
加
入
の
場
合

は
そ
の
名
称

七
、
申
込
締
切
―
―
―
昭
和
六
十
二
年
四
月
十
五
日

八
、
申
込
先
―
―
―
〒
五
二
〇
十
三
〇

栗
太
郡
栗
東
町
上
砥
山
二
三
二

働
滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会

一 H―
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